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【要旨】

　現代の N本 で はt 都市化 や核家族化，また少子化の進行と家庭の教育力の低

下を関連づけ，その こ とを解決すべ く政策や法制上 で 「幼児教育」を重 要視す る

傾向にあ り，また社会的にも子どもを早くか ら意識的な教育の対象と して と らえ

る動き が強ま っ て いる 。

　政策 ・
法制上での 「幼児教育」重視傾向を教育社会学と して分析する際の視点

の
一

つ と して ，こ れ らの背後にあ り1990年代以降しば しば言及されるよ うにな っ

た 「家庭の教育力 ＝ 低下」 とい う認識に関する検討があげ られ る。これらの認識

が十分なデータや客観的な分析に基づ いて いない こと，そ して この認識が果 た し

て正 しいのか どうかを疑問視 し，歴史的に検討する研究が出されている一方で，

教育と階層の関連や学力の格差の拡大に関する最近の研究で は，家庭教育や家庭

の 文化的要因の 重要性を指摘する知見が多 く示されて いる 。

　日本の 「幼児教育」の実態の変化としては，公的な幼児教育制度である幼稚園

の とくに年少児の在籍率の拡大，幼児教育産業を利用する 家庭の拡大 とその 格差，

小学校受験に向か う家庭の分析等が研究課題と して 注目さ れる 。 これ らの 現場の

変化はいずれ も，もとも と私事性が強 くまた市場化が進行 しやすい 「幼児教育」

の 特徴が現実 に顕在化 して い る状況 と考え られ，ペ ア レ ン トクラ シ
ー

の 進行や

「教育家族」の分化の メ 力ニ ズムの究明 につ ながる重 要な研究課題 と考え られる 。

　キー
ワ
ー

ド ：家庭の 教育力，市場化，ペ ア レン トクラシ
ー

関西 国際大学
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は じめ に

　本号 の 特集 は 「幼児教育の 社 会学」で ある 。 「幼児教育」 とい う言葉 は通常， 発

達段階が 「幼児」の 時期で あ る子 ど もた ちを対象 に行 わ れる教育 をさす 。 現代の 日

本で は
， 都市化や核家族化， また少子化の 進行 と家庭 の教育力の 低下 を関連づ け，

そ の こ とを解決すべ く政策や法制．ヒで 「幼児教育」を重要視する傾向に あ り， また

社 会的に も｝どもを早 くか ら意識的 な教育の 対象 と して とらえる動 きが 強 ま っ て い

る 。 その よ うな 中で 「幼児期」に あ る子 ど もた ち の 育ちを ， デ
ー

タ に 基づ い て 客観

的に 分析 し，

一
定の 知見を示す こ とは ， 教育社会学 とい う学問に求め られ る重要な

任務で ある と考えられ る。

　小学校 に 入学する 前の 子 ど もの 育 ちに関わ る場 は
， 現 在大 き く次の 4 つ に分 けら

れ る 。 第一 は ， 子 どもの 養育者に よ っ て しつ け等の 働 きか けが行 われ る 家庭 で ある 。

第二 は，子 ど もが 近所の 子 ど も と一
緒 に遊 ん だ り， 養育者以外の 地域 の 大人 と関わ

る場 と して の 地域社会で あ る 。 第三 は，幼稚 園や保育所
ω

とい っ た正規の 就学前教

育 （保育）機関で ある 。 そ して第四が ， お稽古事 や通信教育 ， 幼児向けの 塾 な どの

幼児教育産業が提供する幼児教育の 場で ある 。

　本稿で は，小学校に入 学する前の乳幼児期の 子 ど もた ちの 育ちの 場で 行 われ て い

る
，

主 と して 意 図的な営み を 「幼児教 育」 とと らえ， 今 口， 日本 の 幼児教育の 世界

で起 きて い る変化 を整理 しなが ら ， その 変化 をめ ぐる社会学的 な研究 を検討 し ， さ

らに どの よ うな研究が 求め られ るの か を考察する 。

　 H 本の 「幼児教育」は小 学校以 降に 行われ る教育 と比 較 し， もともとい くつ か の

特徴 を持 っ て い る 。 第
一

に 家庭 とい う私的領域 で 行 われ る 部分が 大 きく，各家庭の

階層や 文化 ， 保護者の 意識等 に よ っ て規定 され左右 され る側面が強 い と い う点 で あ

る 。 家庭教 育 は も ちろ ん ， 幼稚園選 びや 第四 の 教 育の 場で あ る幼児教 育産 業で も ，

そ の どれ を購入 し子 ど もに与 えるか につ い て は ， 子 ど も自身よ りも保護者 の 意向が

強 く働 くこ とに な り， 保護者 自身の 価値観や意識 に よ っ て 左右 され る側面が 強 い と

い える 。 第二 は，公的な制度 と して の 幼稚 園 も，初 中等教育の 学梗
2〕
と異 な り，そ

の 8 割 を私学が 占め て お り
13〕

， 園の 設置基準や保育の あり方の 面で 全 国的な基準は

あ る もの の
， 初 中等教 育 と比較す る と園 に よ っ て独 自性 ， 多様性 に富 ん で い る 。 別

の 言 い 方 をす る と様 々 な保育方針 の 園が混在 して い る状況で ある 点が指摘 で きる 。

従 っ て 幼児教育産業 ばか りで な く，公 的な制度の 中に ある幼稚 園 も市場競 争の 中 に

存在す る傾 向に あ り，そ れ を利川 する 側 の 選 択の 余地 が大 きい こ とが特徴 と い える 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幼児教育の 変化と幼児教育の社会学

　こ の よ うな特徴 をもつ N本の 幼児教育は ， 社会学的 な分析対象 として きわめて 興

味深い 広が りを持つ 。 現在政策や法制上で 重要視 され，社会的に も多 くの 関心 を集

めて い る現代 日本の 幼児教育 。 その 変化 を社会学的に分析 して い く際の研 究課題 を

整理 して 考えて み たい 。

1 ． 政策 ， 法制上の 位置づ けの 変化 と 「家庭の教育力 ＝ 低下」の 認識

　まずは じめ に，政策 ， 法制上 で の 幼児教育の 位置づ けの 変化 と
， その 背後にある

「家庭 の 教育力低 下」の 認識 を概観 し， こ の 点に 関する研究動 向 と今後の 究明すべ

き観 点を まとめ る 。

L1 ． 政策，法制上 での幼児教育の位置づ けの 変化

　周知の よ うに，2006 （平成18）年 に改正 され た 「教育基 本法」で は
， 第 10条 に

「家庭教育」の 条文が
， 第 11条 に 「幼児期 の 教育」の 条文が 追加され て い る 。 さ ら

に教育基本法を受けて改正 され た 「学校教 育法」で は
， 学校の 種類 をあげた 第 1 条

で ，
こ れ まで 第 1 条の 最後に 「……

及 び幼稚 園」と規定され て い た もの が
， 学校 の

筆頭 にあげられ る とい う変更が行 われ てい る 。 こ の 変更が 意味する こ とは ， 学校教

育 は幼稚 園か ら始 まる こ と ， 幼稚 園が学校教育の 始 ま りで あ る こ とが 表明 され た と

解釈 で きる 。

　 こ れ らの 条文変更 は
， 家庭教 育や幼児期の 教育の 重要性 に触 れ ， あわせ て 国や 地

方公 共団体がそ れ を整備 して い く責任 を明確 に して い る 。 これ まで 目本の 法律で は

若干 の 言及はあ っ た もの の
， その ある べ き姿 を法律 条文 として 規定す る とい うこ と

はな か っ た家庭教育 ，
また教科 を設定せ ず環境 に よる教育 を行うとい う点で

， 初 中

等教育 の 学校 とは異 質な もの と して と らえ られ て い た幼稚 園が ，子 ど もの 人間形成

の 基礎 を担 う重要な段階 と して明確に意識化 され ， 対 象化 された とい うこ とで ある 。

なお 幼稚 園に 関 して は さ らに 「学校教 育法」の 第22条 で
， 「義務教 育及び そ の 後の

教 育の 基礎 を培うもの と して ……」 とい う文言 が付 け加わ っ てい る こ と も重要な変

更点 と して 指摘で きる 。 幼稚 園教 育が初 中等教育 の基礎で ある とい う表現 は
， 旧学

校教育法で は と られ て い なか っ た わ けで ， ここ で も幼稚園が学校教育の始 ま りで あ

る こ と， そ の 後の 学校教 育との 連続性が 明記 され て い る こ とに 注 目 したい 。

　「教 育基本 法」 「学校教 育法」の 改正 の 他 に も， 「食育基 本法」 （2005 （平 成17）

年）， 「次世代育成支援対策推進法」 （2003 （平成 15）年）， 「児童虐待 防止法」 （2000

（平成 12）年）等 ， 子 ど もや 教育 に 関す る新 しい 法律 が 多 く制定 され て い る こ と も
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指摘 して おか ねば な らない 。 中 で も 「食育棊本法」 は
， 「食育」 を 「生 きる上 で の

基本 で あ っ て
， 知育 ， 徳育及 び体育 の基 礎 となる べ きもの 」と した上 で

， 特に 子 ど

もたちに対す る食育につ い て は 「心 身の 成長及 び 人格 の 形成 に大 きな影響 を及ぼ し，

生涯 にわた っ て 健全 な心 と身体 を培 い 薯か な入 間性を は ぐくん で い く基礎 となる も

の 」 と位 置づ け
， 「食」 に 関す る知識 と 「食」を選択す る力を習得 し， 健全な食生

活 を実践す る こ とが で きる 人間 を育 て る こ とを 「食育」と定義す る と い っ たか た ち

で
， 本 来私事領域 で ある 「食」を教育の 対象 に すえ，そ れ を法的 に規定 しよ うとす

る 新 しい 傾向を示 して い る 。

　文部行政 にお い て も， 幼児教 育， 家庭教育に ひ ときわ 強い 関心が注が れて い る と

い っ て よい 。 中央教育審議会 に は こ れ まで幼児教育だ けを議論す る 部会 は なか っ た

が ， 平成15 （2003）年に初等中等教育分科会の 下 に 幼児教 育部会が 設置され ， 平成

17 （2005）年に 「子 ど もを取 り巻 く環境 の 変化を踏 まえた今後の 幼児教育の 在 り方

に つ い て （答 申）」が 畠され て い る 。 この 答申に盛 り込 まれ た 具体的施策の 提言や ，

幼児教育の 無償化 の検討 が盛 り込 まれた 「経済財政 運営 と構 造改革 に 関す る基本方

針2006」（骨太の 方針 　2006）， 認定 こ ど も鬩の 制度化等 の 幼児教育 をめ ぐる状況 を

ふ まえて ， 平成18 （2006）年 に 「幼児教 育振興 ア ク シ ョ ン プ ロ グ ラム」が 策定 され

て い る 。

一
方 ， 平成 13 （2001＞年か らは

， 文部科学省初等中等教育局の 幼稚 園課が

幼児教育課に組織 変更 され て い る 。 こ の 組織変更は，幼児教育課が幼稚 園だ けで な

く日本の 幼児教育全体を管轄す る とい う方針 を示 した もの で あ り， 認定 こ ど も園 は

もち ろ ん ， 今後保育所 の 保育 内容 は幼児教育課が 管轄す る よ うに なる可能性が ある 。

実際 に地方 で は，保 育所が教育 委員会 の 管轄 に な っ てい る 自治体 も出て きて い る

（汐見 　20Q9）。

1．2． 嫁 庭の教育力 ＝ 低 下」 とい う認識 の定 着

　こ れ らの 法律条文の 策定や変更の 背後 に ある の が ， 「家庭 の 教育力 ＝低下 」 と い

う認 識 で あ る 。 た と えば 1998 （平 成 10）年 6 月 に 出 さ れ た 中 央教 育審 議会 答 申

「『新 しい 時代 を拓 く心 を育て るた め に』一次世代 を育て る心 を失 う危機」で は，最

近 の 目本の 教 育 に 関す る現状 認識 と し て
， 「過保護や 過干渉 r 育児不安の 広が りや

しつ け へ の 自信 の 喪失 な ど，今 円の 家庭 に お ける教育の 問題 は座視 で きない 状況に

な っ て い る」 とい う記 述 が あ る 。 また平成 12 （2000）年の 生 涯学習審議会答申 「家

庭 の教 育力 の 充実等 の た め の 社会教育行 政 の 体制整 備に つ い て （報告）」で は
， 「近

年 の都 市化 ， 核家族化 ， 少子化 な どに伴 い
， 家庭の 教育力が低 下 して い る と懸念 さ
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幼児教育の変化と幼児教育の社会学

れて い る 。 また
， 昨今憂慮され て い る青少年の 問題行動の 背景に は

， 家庭 における

教育の あ り方が密接 に関係 して い る と言 われ ， 家庭 にお ける教育機能を高め て い く

こ とが極 め て 重要な課題 とな っ て い る」と指摘 し，や は り家庭の 教育力の低下 を指

摘 し， そ れが 青少年の 問題行動の 背景に ある こ と も触 れ て い る 。 さ らに 2003 （平成

15）年 の 中央教 育審議会答申で は
， 「家庭 は教 育の 原 点で あ り， すべ て の 教育 の 出

発点 で ある 。

t−一・−t一しか し，少子化 や親の ラ イ フ ス タ イル の 変化等が進む 中で ， 過干

渉 ・過保護，放任 ， 児童虐待が社会 問題化す る と と もに ， 親が模範 を示 す とい う家

庭教育の 基本が忘れ去 られつ つ あ る など
， 家庭教育の 機能の 低下が顕在化 して い る 。

また
，

父 親の 家庭教育へ の か か わ りが社 会全体 として十分で は ない 」 とい う記述が

ある 。

　さ らに2006年 （平成18）年 に ， 文部科学省が支援 して発足 した 「早寝早起 き朝ご

は ん」全国協議会の 発起人会で は ， 現代の 子 どもの 学習意欲や体力の 低下 を， 家庭

に お ける食事や睡眠 な どの 基 本的生活習慣の 乱れ と関係づ け，早寝早起 きや朝食の

摂取 とい っ た 望ま しい 基本的生 活習慣 を育成 し， 生 活 リズ ム を向上 させ る普及 開発

活動の 必要性 に触れて い る 。

　 これ らの 記述に共通 して い る の は
， 現代の 日本で は

， 様 々 な社会状況 の 変化 に よ

り， 本来行 われ るべ き家庭教 育が行 わ れ な くな っ て い る とい う， 「家庭 の 教育力 ＝

低下」の 認識で ある 。 実際 に 各種の 調査で もしば しば，家庭 が子 ど もをうま く育て

られ な くな っ て きて い る とい う認識が散 見される
c4）

。

　 この 隊 庭の 教育力」 とい う認識が い つ 頃 なぜ生 まれ たか を検討す る必 要が ある

が ，
この 言葉が 政策上使用 され るよ うに なっ た経緯の 分析 と して ， 小玉 は，1984年

か ら1987年の 臨時教育審議会 （臨教審）が教育改革を唱 えた時期で ある と指摘 する

（小 玉　2001）。 臨教審の 最終答 申で は
， 「21世紀 の た め の 教 育の 目標」 と して

， 第

一
に 「ひろ い 心 ， す ご や か な体 ， ゆた か な想像力」が あげ られ た 。 こ の 時期は い じ

め の 問題が社会問題化 した 時期 で もあ り， 臨教審で はす べ て の 子 ど もの 心 の あ りよ

うが問題 で ある と して ， 「心の 荒廃」へ の 対処が 必要で ある とされた 。 こ の 議論で

は心 の 問題が 家族 の 問題 と して 受 け止 め られ，家庭 の 教育す る 「力」が 問題に なる

よ うに な っ て い っ た の で は な い か と い う分析で ある 。

　 こ の 「家庭 の 教 育力 ＝ 低下 」 とい う認識 は，文部行政 の なか で 今 なお 強固で ある 。

文部科学省 の 現 ホーム ペ ー ジ で は ， 「幼児教 育 ・家庭 教育」の ペ ージ に 「家庭 の教

育力 」 とい う言葉が 掲 げ られて お り， 「早寝早起 き朝 ご は ん 国民運 動」も継続 して

推進 され て い る 。 「家庭 の 教育力」 を何 とか しなけれ ば ならない とい う現状 認識 は
，
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引 き続 い て 国の 施策の 中心 に 置か れ て お り， 「家庭教 育支援」 は少子化対策 とか ら

め ， 国策や地方教育行政に おい て ，重要な施策 と して 位置づ け られて い る 。

1．3． 「家庭の 教育力 ＝ 低下」認識へ の 批判 と家庭教 育の 重要性 に関 す る知見

　こ の よ うに今 口の 口本 に根強 く定着 して い る 「家庭 の教育力 ＝低下」の 認識に対

して は
，

こ れ らの認識が十分 なデ ータや 客観的 な分析 に基づ い て い ない こ と
， そ し

て こ の よ うな認識が 果た して 正 し い の か どうか を疑 問視 し，歴 史的に検討す る研究

が存在す る 。 た とえば広 田 は
， 家族の しつ けは衰 える どこ ろ か ， 以前よ りもはるか

に熱心に なされる ようにな っ て きて お り， 総 じて どの 家庭で も子 どもの しつ けに 時

聞や情熱 を注 ぐよ うにな っ て きて い る こ と， た だ しこ の ように子 どもの 教育に 関 し

て 家族が 最終的 な責任 を一手に引 き受けざる を えない 社会状況 に あ っ て ，「教育家

族」 に な りきれ な い 家族 の 問題 と 「教育家族」 を もて あ まして い る 問題 の 二 つ の 問

題が生 じて い る こ とを指摘す る （広田　 1999）。

　また広井 と小玉 は ， 過保護や 過 干渉 ・甘 やか し ・放任 ， 親子 関係の 希 薄化 や会話

の 不足 ， 育児 に 自信 の ない 親や未熟な親 ， しつ けを学校 に依存する親 ， 母子密着
・

父親不在と い っ た戦後繰 り返 し問題 とされて きた親子関係 の 問題 ，
また 2000年前後

か ら大 き く取 り上 げ られ る よ うに な っ た青 少年犯罪 の 「凶悪化」， 育児不 安 ， 児童

虐待 ， 狐食， ニ ー ト， 引きこ もり， イ ン ターネ ッ ト， ケ ータイ ，
モ ン ス ター ・ペ ア

レ ン トと い っ た新 た な 「問題」が ， なぜ こ れ ほ どまで に 「問題」に され る の か を ，

歴 史分析 と言説研 究 に よ っ て 朋 らか に しよ うと して い る （広井
・
小玉　2010）。 内

閣府の 世論調査 をは じめ種 々 の 調査結果 をみ る と，核家族化 や都市化 に よ っ て 親子

の 会話が む しろ増 えて お り， 子 どもを理解 しよ うとす る親が 多くな っ て い る こ と，

また ほ とん どの 親は 自分の 家庭で は だい たい うまくい っ て い る と考えて い る こ とを

指摘 し ， 多 くの 人 が 支持 して い る親の 養育態度に対 する批判 に はそれほ どの 根拠が

な い と主張する 。 そ して今 日の 家庭
一
般 に対す る ネガ テ ィ ブ な イ メ ージ は ， 家庭や

親子関係 に対す る世論 が非常 に厳 し くな っ て い るた め に， 自分の 家庭の しつ け は う

ま くい っ て い る と思 っ て い る親 も，
一

般論 と して は 「家庭 の 教育力が低下 」 して い

る と考える こ とに よ り生み 出され て い る の で はない か と推論 して い る。

　確 か に首都圏 （東京都 ，神奈川県， 千葉県，埼玉 県）の 0歳 6 ヶ 月
〜 6歳就学前

の 乳幼児 を もつ 保 護者 3，522名 を対象に ， Benesse 次世代 育成研 究所が 2010年 に実

施 した 調査 で は
， 平 日幼児 が

一
緒 に遊 ぶ 相手 は， 「母親」が こ こ 15年で 30％ 近 く増

加 して お り， その い っ ぽ うで 「友だ ち」が 20％ 近 く減少 して い る （図 1 ）。 少 な くと も
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母親 と子 ど もとの 関係は ， 近 年む しろ濃厚にな っ て い る と考え られ るの で ある 。

　他方統計数理研究所の 国民性調査か らは ， 日本が価値観の
一

極集中 とい っ て よ い

ほ ど 「家族」 に価値 を置 く社会 に な っ て い る状 況 を読み取 る こ とが で ぎ（s）
， 家族 を

重視す る価値観の 高 ま りが ， 子 ど もに関す る問題 を過度に家庭教育の 問題 と関連づ

ける こ とに な っ てい るの で はな い か とい う推測が成 り立つ
。

1．4 ． 家庭教育の 重要性の 指摘

　こ の よ うに ， 家庭 の教育力や 家庭の 教育機 能が低下 して い る と い う認識 を問題視

し， それ を再検討する研究が提起 される
一
方で

， 教育 と階層の 関わ りに 関す る研究

で は近年， 家庭教育や家庭 の 文化的 要因の 重要性を指摘 する知見が 多 く示され て い

る 。

　まず 出身家庭の 文化資本 が教 育達成に及 ぼす効果 を実証的に明 らか に しよ うと し

た片 岡は
， 厂幼少 時文化 資本」が教育達成 に及 ぼ す影響を検討 して い る 。 そ こで は

子 どもの 頃の 読み 聞かせ や ク ラ シ ッ ク音楽 ， 美術展 や博 物展の 経験が ， 男性 に比べ

女性 で は 中ヨ 時の 成績や学歴 に対 して 強 く影響 して い る こ とが 明らか に されて い る

（片岡　2001）。

　また本 田 は，「家庭教育」に対す る 政策面 また社会 的な関心 の 高 ま りの なか で
，

「家庭教 育」が現 実 に 日々 の 家庭生 活 の なか で どの よ うに行 われ て お り， い か なる

点で どれ ほ どの 「格差」や 「葛藤」が生 じて い るの か を質的な調査 手法 を用 い て 明

らか にす る必要性 を説 く。 そ して 小 学校高学年の 子 ど もを もつ 39人 の 母親 に対す る

イ ン タ ビ ュ
ー調査 を実施 し ，

ま た2005年 に実施 され た 内閣府の 「青少年の 社会 的 自

立 に関す る意識 調査」の うち，青少年 と母親が ペ ア で 回答 して い る 1890組 の デ
ー

タ

93

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

を分析 し， 口本の 母親が行 う 「家庭 教育」に は ， す で に 十分 に 「格差」 と 「葛藤」

が 充満 して い る と結論づ けて い る 。 「格差1 に つ い て は
， 日本の 大半の 母親 は子育

て に関 して そ れぞ れ 可能な限 りの 配慮や 努力 を注い で い る 傾向がみ られ る が ，
エ ネ

ル ギ ー
や配慮 ， 時間 ， 金銭 をで きるか ぎり投入 し， 予 どもの 可 能性を ぎりぎり 「最

大限に3 伸ば そ うとする傾 向は
， 高学歴の 母親に特徴的で あり， その 背後に は彼女

らの 保有する経済的 ・文化的 ・社 会的資源や， こ れ まで の 人生 上 の 経験が ある とす

る 。 そ して こ の ような 「家庭教育」の 「格差」 は
， 現在の 子 ど もの 状態に影響 し，

さらに子 ど もが若者期 に達 した 時点で の 客観的 ・主観的状態に影響 を与え て い る と

分析 して い る （本田　2008）。

　 さ らに百家争鳴の 状況 にあ る 「学力」論争の なか で ，「学力」 を客観的 なデ
ー

タ

に基 づ い て 社会学的 に分析 した 苅谷，志水 らの 研究で は，家庭 の 教育環境 と学習意

欲や 学習習慣 との 強 い 関連性 を指摘 して い る （苅谷 ・志水　2004）。 こ の 中 で志水

は
，
2001年 に実施 した 「東大関西調査」 と

， 1989年 に実施 され ， 東大 関西調査の 母

体で ある 「阪大調 査」 とを比 較 し， 家庭教育 との 関連で は ，   子 ど もた ちの 基礎学

力が低 下 して い る こ と ，   その 低下 は ， 家庭生 活の 変化 ， 特 に家庭学習離れ と関連

して い る こ と，  「で きる子」 と 「で きない 子」へ の 分極化傾向が見 られ る こ と
，

  そ の 二 極分化 は
， 家庭環境 と密接 に結 びつ い て い る こ と

， を明 らか に して い る 。

志水は こ の 学力の 階層 問格差の 拡大に つ い て ， バ ー ン ス テ ィ ン の 「言語 コ
ー ド論」

とブル デ ュ
ー

の 「文化 的再生産論」を応用 し， 階層間で の 家庭の 教育的環境の格差

の 拡大が
， 子 ど もた ちの 言語的能力や学習 に関わ る ハ ビ トゥ ス （「学習 ハ ビ トゥ ス 」

と表現） の格 差を拡大 し，それが原因で 学力の 格差が拡大 して い る と説明す る 。 そ

して 適切 な家庭環境の もとで子 どもに確 か な学習習慣 を形成する こ とに よ り， 豊富

な学習意欲が 引き出され ， 着実な学力の 基礎が 築かれ る と主張す る （志水　2005）。

　 家庭の 教育環境が 子 ど もの 学業達成 に与 え る 影響力の 強 さを指摘する 分析結果 は，

子 ど もた ちの 学力 の 分極化 を説明 しよ うとす る もの で あ り，「家庭の 教育力」が 全

般 的に 低下 して い るの か どうか を問題 に して い るの で は な い 。 今 日問題 とな っ てい

る教育格差 が生 じて くるメ カ ニ ズ ム を解明 しよ うとす る もの で あ り， 家庭教育の あ

り方は 動か すこ とが で きる 変数で あ る と考えれ ば
， 格差 の 縮小 や 解消 に もつ なが る

研 究 と して 有効 で あ る 。 今後は家庭 環境 や家庭 教 育 とい われ る もの の 中で ， 親の 意

識 や 行動 で 変 える こ とが で きる もの と ， 階層 に規定 され て変 える こ とが 難 しい 経済

的 ・文化 的 ・社会 的資源 を さ ら に分 けて 分析 し，文化 資本の 中で 重要な位置 を占め

る ハ ビ トゥ ス が ，実際 に家庭 の 中で 親か ら子 に相 続 され て い くプロ セ ス を検討す る
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研究が 求め られる 。

2 ． 幼児教育の 現場で起 きてい る こ ととそ こ に存在する研 究課題

　実際の 幼児教育の 現場で は どの よ うな状況が起 きて お り， そ こ には教育社会学が

扱 うべ きどの よ うな研究課題が存在す る だろ うか 。 次 に ， 幼児教育の 現場の 変化 と
，

そ こ に措定 される社 会学的研 究の 課題 を整理 して み たい
。

2．1． 公的な幼児教育制度の 拡大 とその 検討

　 まず ， 幼稚 園や 保育所 とい っ た正規 の教育 （保育）機関の 在籍状況 をみて お きた

い
。 201G （平成22）年 3 月 に 出され た 『教 育指標 の 国際比較』 に よる と

，
2008 （平

成20）年の 幼稚 園の 在籍率 は
，

3 歳児 が 39．9％
，

4歳児が 54，6％
，

5 歳児が 57．0％

に な っ て い る
（5｝

。 い っ ぽ う保 育所 の 在籍率は
， 3歳児が37，8％ ，

4 歳児が 41．9％ ，

5歳 児が 40，7％ で ある
〔7｝

。 幼稚園 と保育所を合 計する と， 3歳児が77．7％ ， 4 歳児

が96，5％ ， 5 歳児が97．7％ に な り， 現在の 日本で は 4 ， 5 歳児はほ ぼ全員が幼稚園

か保育所 に在籍 して い る こ とが わ か る 。

　幼稚 園の 3歳 児 の 在籍 率 の 経年変 化 をた どる と
， 1965 （昭和40）年が 2．9％ ，

1975 （昭 和 50）年が 6，5％ ， 1985（昭和 60）年 が 14．O％ ， 1995年 （平 成 7 ＞年が

28、3％ ， 2005 （平成17）年が 36．3％ とな っ て お り，
3 歳児の 在籍率 の伸 びが著 しい

。

4 歳児， 5 歳児の 在籍率は こ こ 10年 で その伸 びがス トッ プ し， むしろ若干減少傾向

に ある の に対 し， 満 3歳 に達 した 日か らの 幼児の 就園 を許可 する とい う幼児教 育施

策上 の 措置や ， 私 立幼稚園の 経営上 の 必 要性 もあい ま っ て ， 子 どもた ちをで きるだ

け早 く正規 の 教育機関 で ある幼稚園 に就園させ る傾向を読み取 る こ とが で きる 。

　 こ の ように 日本の 子 どもた ちは， 4 歳 　5歳 の 時点 で すで に学校 的な空間の 中で

生活 して い る こ とがわか る 。 公的な幼児教育制度 へ の 早 くか らの 就 園は ， 小 学校 と

の 接続 を円滑 にする の か ， 早 くか ら学校的な空問で 過 ごすこ とが子 ど もの社会化 に

もた らす影響 は どの ような もの な の か等，小 1プ ロ ブ レ ム とい う幼児教 育 と小学校

教育 の接続 をめ ぐる現実的な問題 が ク ロ
ーズ ア ッ プ され てい る 中で， こ れ まで ほ と

ん ど研 究対象 と されて こな か っ た こ れ らの 研 究課題の 検討が 一
層求め られ て い る。

2 ．2 ． 幼児教育産業の 現状 とその検 討

　次に ， 幼児教 育産業が担 う幼児教育の 状況 をみ て お く。

　 日本の 親は 子 ど もを育て る際 に ， 育児 産業 に よる商業的支援 に依存す る傾向が強
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い と い われ て い る 。 汐見 は育児産業 を 「出産 また は乳幼児の 育児に関係の あ る財貨

や サ
ー ビス を提供す る産業」 と定義 し， その 内容を ，   育児必 需品産業，   子 ども

用 晶産業 ，   子 ど も教育産業 ，   育児情報産業 ，   育児援助 産業 ，   子 ど もレジ ャ

ー産業 ，   子 ど もサ
ー ビ ス 産業 ，   その 他 に分類 して い る （汐見　1996）。 現在親

が 子 ど もを育て る際 には
， 多かれ少 なかれ これ ら育児産業の 力 を借 りてい る の が現

状 で ある 。

　 具 体 的 な利 用 状況 を ， こ の 分 類 の 中の 子 ど も教 育 産 業 に つ い て み て み る 。

Benesse 教 育研究 開発セ ン タ
ーが首都 圏 ， 地方市部，地方郡部の 幼稚 園児 ， 保育園

児 をもつ 保護者6，131名 を対象 に
， 2008年に実施 した 「第 3 同子育て 生活基本調査

（幼児版）」 に よ る と （分析対象は こ の うち母親5，884名），習い 事， ス ポ ー
ツ ク ラ ブ，

通信教育などを利用 して い る と答えた率は全体で 52．8％ と半数をこ えて い る 。 子 ど

もの 学年別に は年少児 で45．5％
， 年中児で 62．4％

， 年長児で 74．3％ とな っ て お り，

子 どもの 学年が 上 がる に つ れ て そ の 比率 は ヒが っ て い く。 また地域 別には
， 首都 圏

が62．0％で ある の に対 し ， 地方市部は46．2％ ， 地方郡 部は36．9％ とな っ て お り地 域

差が大 きい
。 子 ど もが幼稚園児か保育園児か に よる差異 は

， 幼稚園児が67．7％
， 保

育園児が 48・．3・
°
／・ で 幼稚 園児 の ほ うが 塾や 習い 事に 多 く通 っ て い る 。 ちなみ に子 ど も

の 性別で は ほ とん ど差は み られない とい う結果に な っ て い る 。

　 塾 や習 い 事の 内容 に つ い て は ，
い ずれ の 学年 にお い て も最 も利 用が 多い の は ，

「定期的 に教材が届 く通信教育」で あ り，それ に続 き， や は り学年を問わず ， 「ス イ

ミ ン グス ク
ー

ル 」「ス ポ ー
ッ ク ラブ ・体 操教 室」が 多 くな っ て い る 。 こ れ に 加 え年

中児 ， 年長児に な る と， 「英会話 な どの 語学教 室や個 人 レ ッ ス ン」が 10％ をこ える

状態に なる 。 地域別 に は
， 「楽器」「習字」「そろ ば ん」を除き，

ほ ぼすべ て の 塾 ・

習 い 事 に 通 っ て い る 率が ，首都 圏 〉 地 方布部 〉 地 方 郡 部 の 順 に な っ て い る

（Benesse 教 育研 究開発セ ン ター　2008）。

　 現在の 目本の 4
， 5歳児の 95％ 以上 が 幼稚園か保育所 に 在籍 して い る状 況を指摘

した が ， それ に加 え半数以上 が何 らかの 塾 や 習い 事 に取 りくんで い る こ と ， しか し

塾 や習い 事 へ の参加率 に は首都 圏 と地 方で か な り大 きな差が ある こ とが確認で きる 。

　 こ れ らの 幼児教 育産業の 利用 に関 して は，その 実態の 把握 を継続的 に行 うなか で ，

地域苑 や親の 階層差が どの ように た ちあ らわれ る の か を検討す る必要が あ る 。
ベ ネ

ッ セ 教育研 究開発セ ン ターが 首都鬮の 0歳 6 ヶ 月か ら 6歳就学前の 乳幼児 を もつ 保

護者約3，000名を対象に ， 1995年 ，
2000年 ，

2005年 に実施 した 「幼児の 生 活 ア ン ケ

ー ト」の なか で
， 木村 は

， 母 親の 学歴 と世帯の 年収別 に教育費の 平均 月額 を比 較 し
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て い る 。 母親の 学歴 との 関係で は ， 大卒の 母親が子 どもに かける 1 ヶ 月の 教育費の

平均は ， 2000年か ら2005年 で500円弱増 えて い るが，非大卒の 母親は 100円程度 しか

増 えて お らず，その 差 が 開い て い る 。 また世帯年収別の 変化で は ， 「600〜800万 円

未満」 と 「800万円以上 」の 世帯 で 教育費が 大 き く増加 して お り， 年収400万 円以 下

の 世帯が か ける教育費 との 差が大 き くな る傾向にある （木村　2009）。 世帯年収が

800万 円以上 の 家庭 の 教育費 は，400万円未満の 家庭の じつ に 2 倍以 上 の 教育費 を 1

ヶ 月 にか けて い る こ とに な り， 親の 選択に よ っ て子 どもに受けさせ る教 育の あ りよ

うが異なる傾 向が 強 まっ て い る こ とが わか り，
この デ

ータは ，
ペ ア レ ン トク ラ シ ー

の 傾向の 強 ま りを裏付 けるデ ータの ひ とつ と考えられ る。

　 もうひ とつ ，汐見 の 分類 で は  の 育児情報産業 に入 っ て い る育児雑誌に つ い て は，

天童 らが ，
1960年代 末か ら200G年代初頭 まで の 育児雑 誌の 趨勢 と内容 の変化 に注 目

し
， そ こ に たちあ らわ れる 育児状況 の 変容 を杜会構造 との 関連で 考察 して い る 。 日

本で は少子化傾 向が進 ん だ1970年代後半以降 ， 育児雑誌が 発行部数を伸ば し， 1990

年代後半 に 年間の 育児関連雑誌 （育児雑誌 お よび妊娠
・
出産期 の母親向け雑誌〉の

総発行部数が2000万部をこ え， 月刊発行部数が10万 部をこ える雑誌 も十数誌 とな っ

た 。 こ の よ うな育児 メ デ ィ アの 盛況は ， 国際的 にあま り類 をみ ない 日本独 特の 現象

で あ る とい う。 天 童 らは ， 育児雑誌の 興隆は ， 親の 子育て の 悩み ， 子 ど もへ の 関心

と戦略 ， 育児 の 市場化 な ど ， 現代の 育児状況の 様々 な側面 を映 し出す と し， 子育て

の 問題 を個 々 の 家族問題 に 閉 じこ める こ とな く，社会的課題 として位 置づ けて とら

える 視点 を提起 して い る （天童編　2004）。

　天 童の 研究は
， 幼児教育産業 を活用 する こ とを親の 育児戦略の ひ とつ とと らえ，

彼 らが利用する もの （こ こ で は育児雑誌）の 内容分析 を通 して ， 現代の 育児状況の

特徴 と問題点 をえ ぐりだ して い る 。 こ の ような知識社会学的 な分析 が示す知見 は
，

幼児教育や子育て の 問題 を，杜会的な問題 と して と らえる 視点 を教 えて くれる こ と

に な り，幼児教育の 分析視点，分析方法 と して 意義深 い
。

2．3． 小学校受験 とその検討

　小学校受験 の 状況 とその 研究 をみ て み よ う。

　学校基本調査 か ら小学校 と小学校児童数の こ こ 10年間の 推移 をみ る と
， 学校数 に

つ い て は ， 2009 （平成 21）年度 ， 全 国で 22，258校 ある小学校の うち， 国立が74校 で ，

10年前の 1999 （平成11）年度か ら 1校増加 ， 公 立 は 21，974校で 1999 （平成 11）年度

か ら1970校減少 して い る 。

一
方私立は 210校 で 10年前 に比 べ る と39校増加 して い る 。

97

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

学校数 で は公立 小 学校は こ こ 10年 間で 8，2％少 な くな っ て い る の に対 し ， 私立小学

校数 は逆 に22．8％の 増加 とい う状況で あ る 。 児童数で は
，
2009 （平成21）年度は全

体が 7，063，606名の うち，国立が 45，507名 ， 公立が6，939，922名 ， 私 立が78，177名と

な っ てい る 。 児童数 にお い て も， 私 立小学校の 増加 率が 著 し く， こ こ 10年 問で 小学

校の 児童数全体 は5．8％減少 した に もかか わ らず，私立小学校児童数は逆に15，1％

の 増加 とい う状況で ある 。

　 国立 と私立 の 小学校 は通常入学 に 際 し，何 らかの 選抜試験 を課 して い る 。 小学校

受験 の 試験内容 をみ る と
， 知的な事柄だけで な く， 挨拶や箸 の 持ち方 ， 洋服の た た

み 方 と い っ た 基本的な生活習慣 ， また季節ご との 草花の 名称や年中行事に つ い て の

体験 など， 家庭 で の 自然体験や生活休験が ， 受験 に際 して 問わ れ る重要 な事柄に な

っ て い る （濱名　2010）。

　小 学校入試で 問わ れ る こ の よ うな側面は
， 家庭や親子 の 関係の なか で培われ る も

の が 多い と考え られ る 。 本 田 は ， 日本社会 は，学力の よ うな習得可 能 ・計測可能で

知 的か つ 標準 的な 「近代型能力」が社会的地位達成の 主要な基準 とされ て い た 「メ

リ トクラ シ
ー

」社 会か ら， 意欲 や創 造性 ， 独 自性， コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力 など，

非知的で 入格 と直結 し習得や 計測の 困難 な 「ポ ス ト近代型 能力」，
日本の 文脈で 言

えば 「人 間力」的 な要素が ， 個人の 地位達成 にお い て 重要化す る 「ハ イパ ー ・メ リ

トク ラ シ ー」段階 に移行 しつ つ ある とい う。 そ して こ の ポ ス ト近代型能力は ， 学校

教育よ りも， 幼少期か らの 日常的な生活や人 問関係を通 して 形成 され る部分が多い

ため
， その 形成の 面で は

， 家庭で の 親子関係が大 きく影響す る と指摘 して い る （本

田　2008）。

　小学校 受験 に 関 して は こ れ まで 実証 的研究が 少 な い 中で
， 小針 は，首都 圏 （東

京 ・神奈川 ・千葉 ・埼玉）に お い て 国立 ・私立小学校 へ の 入 学を志向す る家族の 社

会 階層 の 特質を分析 して い る 。 小学校受験群 と して は，首都圏の 22の 幼児教室 の協

力 を得た 質問紙調査 を平成 12 （2000）年 に 実施 し， 「首都 圏の 一般 の 3 〜 5 歳児」

調査 デ ータ （山 本真理子 に よ る1993年の 調査） と比較 して い る 。 結論 と して は，小

学校 受験 を志 向する家族 は ， 父親 は加齢 に よ り所得 と職業的地位の 上 昇 ， 母親は 出

産 を抑制 し （
一

人 っ 子現象）， 少 な い 子 ど もに 正統 文化 を伝 達 す る文化 戦略 を行 っ

て い る とい うよ うに ，幼少 時か ら綿密 な教育戦 略 をとっ てい る こ とを明 らか に して

い る （小 針 　2004）。

　 また平成22 （2010）年の H 本教育社会学会大会発表 にお い て ，望月は都市部 の小

学校受験家庭の 教育観 社会観 を
， 受験 を しな い 家庭 との 比 較 を通 して 実証 的に 明

98

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

幼児教育の変化と幼児教育の社会学

らか にする こ とを行 っ て い る 。 分析結果 として明 らか にな っ た こ とは ， 小学校受験

に参入 して い るの は ， 主 と して高学ma　・高収入の い わ ゆる 「教育す る家族」で
， そ

の 理 由 として は 「公立学校不信」「国私立小 の 環境 を評価」「高学歴 ル
ー トとして 有

利 」な どで あ る こ と， 小学校受験家庭は受験 しな い 家庭に比べ
， 子 どもの 教育環境

全般 に 関心 を持 ち，学歴期待 も明確で 高い こ と
，

また 「競争に よる 格差」に 肯定的

で
， 受験競争 は 激化 す る と考 えて お り， そ の 背景 と して

， 現代 の 日本社 会 に対 し

「学 （校）歴 を重 ん じ， 個人の 努力はむ くわれ る」とい っ たメ リ トク ラ テ ィ ッ ク な

社会観 をもつ 家庭が 多 い こ とが あ るの で は ない か と分析 して い る （望月　 2010）、

　小 学校受験に関 して は，児童数で わずか 1．8％ で ある 国立 と私立 の 小学校 をめ ぐ

る状況で あ る こ と
， また ほ ぼ 首都 圏に 集中 した問題で ある こ と （関西 も私立小学校

の 増設があ い つ い で い るが ， 首都 圏と比較する とそ こ に向か う家庭は 少ない ）を考

える と ， 日本の 幼児教育の 研究課題 と して の 意義を疑問視する声 も出て くる と思 わ

れ るが ， 日本社会 にお ける ペ ア レ ン トクラシ
ー

の 実際を実証的に明 らか に し， また

教 育する家族 の 分化が どの ように進行 して い るか を検討する観点か ら ， 重要 な研究

課題で ある とい える 。

おわ りに

　本稿 で は
， 現代 日本 の 幼児教育の 変化をた どる中で

，
この 変化を社会学的に 明ら

か に して い く際の 研究課題 と分析 の 視 点 をい くつ か確認 した 。

　幼 児教育は もと もと私事性が 強 く， 親の 意識 や価値観 社会観に よ っ て その あ り

よ うが規定され ， 多様化す る傾向に ある 。 また こ の こ と と関連 して ， 親が選択する

余地 が大 きく， 市場化 の 進行 もその 特徴 で ある 。 こ の こ とは家庭教育や幼児教育が ，

私的に選 ばれ ， 選択 され る傾 向が 強い と同時に ， その 選択の 際 に は社会の 経済状況

や 雇用 情勢 ， また教育の状況 に よ っ て左右 される こ とを意味す る 。 家庭教育や幼児

教育は ， 私事化 ， 個別化 と同時に ， 社会の あ り方 と強 く関係 して お り， そ こ に多 く

の 研 究課 題 が広 が っ て い る 。家庭教育や幼児教 育を社会学的に検討す る こ とに よ り，

現代 日本の 社会の あ りよ うや人 々 の 教育との 関わ り方を分析 し ， 現実 に起 きて い る

様 々 な問題 を解明 し，何 らかの 解 決策の ヒ ン トを提供する こ とが で きる の で ある 。

　本稿の 最初 に ， 乳 幼児期 に お ける 子 ど もた ちの 育ちの場 を4 つ に分類 した が， こ

の 中の 第 2 の 育 ちの 場で ある地域社会に つ い て は ， 今回取 り上げなか っ た 。 基本的

に意 図的 な営み を 「幼児教育」 と して 描定 した か らで あ る。

　乳幼児期 の 子 ど もの 育 ちを社会学的に検討 しよ うとする場合 ， 必 ず しも意図的で
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な い 人 間形成の 側 面 も重要 で ある 。 教育社会学にお い て
， 「地域社会 と教育」に関

す る研 究 は どち らか とい うと停滞状況 に ある と思 わ れ るが （久冨　1992）， 住田正

樹な どが これ まで 蓄積 して きた子 ど もの 仲 間関係 や 地域社会で の 人 間関係 に 関する

研究は
， 乳幼児期の 子 ど もの 育ち を現代社会の 中で どの よ うに保障 して い くかが大

きな問題に な っ て い る現代 に お い て
， 再度見直され る べ きもの で あ る 。 なぜ な らば

，

今日の 日本 の 幼児教育重視 の 傾向は ， 従来子 ど もた ち どうしの遊 びや育ちあい
， ま

た地 域の 人 間関係の 中で 自然 に行わ れ て きた人 間形成の 側面の 弱 ま りを ， 人為 的，

意図的 な教育 を設定す る こ とで 補強 しよ うとい う試み と考えられる か らで ある 。

　本来無意図的に行われ て きた もの が行わ れな くなっ た場合 ， その 弱 ま りを意図的

な教育を強化する こ とで果た して 補うこ とが で きるの か ， 少子化対策 とか らめ ， 政

策 ， 法制上 にお い て幼児教育や 家庭教育の重視傾向が ます ます進行 し， 子 ど もの 年

齢が低 い うちか ら意 図的な教育 を行 う傾 向が社会現象と して も強 ま っ て い る今日
，

こ の 点 も教育社 会学が解 明 して い くべ き重要課題で あ る と考える 。

〈注〉

（1） 保育所 は学校で は な く児童福祉 施設 に属す る もの で あるが ， 近年幼稚園 と保育

　所 の 連携 の促進が強調 され る よ うに な っ てお り， 幼児教 育の 中に含め て とらえて

　い くこ とにする 。

（2） 幼稚 園は小学校と と もに初等教育と され る場合が 多い が ， 本稿で は ， 初等教育

　 とい う場合 ， 幼稚園は含 めない こ と とす る 。

C3） 平成21年度学校基 本調査で は ， 在園児数の 8G．8％が私立幼稚 園に在籍 して い る 。

（4） た と えば 国立 教育政策研究所が 2007 （平成19）年 3 月に ， 全 国の 子 どもを持 つ

　親 8，400人 を無作為抽 出 して ，940人 か ら回答 を得た 「家庭の 教育力再生 に関す る

　調 査研 究」結果 で は ， 「最 近家庭 の 教育力 が低下 して い る の で は な い か 」 とい う

　意 見 に対 し ， 「全 くそ の とお りだ と思 う蓋 と答えた 人が 37％ ， 「ある程度そ う思

　 う」 と答 えた 人が 45％ に の ぼ り， 8割 をこ える親が 「家庭 の 教 育力が低下 して い

　 る 」 と受 け止 め て い る 。

  　統計数理研 究所の 掴 民性 の 研 究　第 11次全国調 査』 に よる と，「あな た に と

　 っ て
一

番大切 と思 うもの は なん で すか 。 1 つ だ けあげて くだ さい 。 （自由回答）」

　 と い う質問 に対 して
“
家族

”

と い う回答 を した 人は ， 1968 （昭和 43）年 まで は

　 10％ に す ぎなか っ たが ， 197e年代以 降増加 し始め， 2003 （平成 15）年に は45％ に

　 達 して い る 。 こ れ に 数値 は増 えて い な い が
“
子 ど も

”
を加 え る と ， 実質 上
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　族
’

と答えた人が ， 2003 （平成15）年に は過半数の 52％に達 して い る 。

  　在籍率 とは
， 就学前教 育在籍者数を該当年齢人 口で除 した数値で ある 。

（7） 社会福祉施設調査 の 年齢別在所児数を年齢 別人口推計で 除 して 算出 した 。
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ABSTRACT

Changes in the State of  
"Early

 Childhood Education," and  the  Task

    of  the Sociology of  
"Early

 Childhood Education" in Japan

                                                    HAMANA,  Yoke

  In modern  Japan, urbanization,  the rise  of  the nuclear  family and  the decline in the

birth rate,  are  related  to a lowering of household educational  capabilities, and  the

trend is to ernphasize  
"early

 childhood  education"  in policies and  legislation intended

to resolve  this decline. In seciety,  moreover,  it is increasingly cemmon  to see

children  as  ready  for conscious  education  from an  early  age.

  Studies can  be mentioned  relating  to the awareness  that 
"household

 educational

capabllities  are  falling," an  idea that is in the background te these developments and

which  has been mentiened  often  since  the 1990s as  an  educatiDnal  sociology

perspective when  analyzing  the trend  of  placing more  emphasis  on  
"early

 childhood

education"  in policy and  legislation. This awareness  is not  based on  suficient data or

objective  analysis.  Research has appeared  that examines  this awareness  historicaily

and  casts  doubt on  whether  it is in fact correct  or  not  On  the other  hand, recent

research  on  the relationship  between  education  and  class, and  the growing  gap in

learning abillties, has provided much  knowledge  suggesting  the importance of

household edueation  and  household cultural  factors.

  Changes in the state  of  
`Cearly

 childhood  education']  in Japan that have received

attention  as  research  issues include: a) The  rising  rate  of enrollment  ef  young

children  (from as  early  as  about  age  three) in pre-schools, whieh  are  part of  the public

systern  of  education  Eor young  children:  b) The growth  of, and  gaps  among,

heuseholds using  the early  childhood  education  industry; and  c) The  analysis  of

households with  children  taking  elementary  scheol  entrance  examinations.  These

fleld changes  can  all be considered  as  part  of a. state  in which  the characteristics  of

"early

 childhood  education"  (L e., it is non-compulsory  and  therefore very  much  up  to

the discretion of  the  family, with  marketization  tending  to become  more  common)

are  emerging,  and  these are  considered  important research  issues for investigating

the mechanisms  of the advancement  of  parentocraey ancl  the specialization  of

"edueational
 fami]ies,"

Keywords: Household  educational  capabilities,  marketization,  parentocracy
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